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研究開発の成果

令和元年度採択 ＦＡ生産システムの制御プログラムを自動生成する機能を持った「新型制御装置」の研究開発

主たる研究等実施機関名：株式会社オプトン 主たる技術：機械制御に係る技術に関する事項

①動作チャート（YOGOチャート）
機械動作を精度よく簡単に表現できるチャートを開発

② YOGOチャート（動作チャート）スクリプトコンパイラ
YOGOチャートを制御プログラムに直接翻訳して共有メモリに保存する。

③高速スクリプトインタプリタ
共有メモリから制御プログラムを制御順に取出して制御装置にモーションソフトと
加工データを一体にして送る。

④駆動源制御ソフトライブラリ
一般的な駆動源（ACサーボモータ等）を制御できるモーションソフト１５種類を開
発した。

⑤カスタマイズできる汎用画面（カスタマイズソフト付）
汎用画面を、カスタマイズソフトでカスタマイズすることで，機械に合わせた画面が
作成できる。
⑥ＡＰＣ型制御装単体販売に向け国際規格ＩＥＣに対応したノイズ検査を行った。
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従来は機械本体の設計製作時間に対し，制御装置のデバッグを含む所要時間が，２倍以上かかっていた。
今回開発した「制御プログラムを自動生成する機能を持った新型制御装置（ＡＰＣ型ＣＮＣ制御装置 Ｖｅｒ.1 特
許取得）」の性能は，当初の目論見より汎用性が広く，高度な制御が可能で，機械単体制御やＦＡ連携制御の
設計製作の時間が，当該機械の設計製作の時間を下回ることが確認できた。よって，今後のＦＡシステム生産
の納期 約１／２を実現できる目処がたった。
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